[image: ]　ふくいんの　ための　いのり




　　　　　　

ルカ11:1～4　そこでイエスは、彼 (かれ)らに言 (い)われた。「祈 (いの)るときには、こう言 (い)いなさい。『父 (ちち)よ。御名 (みな)があがめられますように。御国 (みくに)が来 (き)ますように。




げつようび



人 (ひと)は神様 (かみさま)に会 (あ)えなければ、偶像 (ぐうぞう)をったり、自分 (じぶん)の心 (こころ)で神 (かみ)だと思 (おも)うものを作 (つく)って願 (ねが)いを祈 (いの)ります。特 (とく)に重要 (じゅうよう)な試験 (しけん)をけたり、家 (いえ)に大変 (たいへん)なことが起 (お)きれば、不安 (ふあん)な心 (こころ)になって、さらに切実 (せつじつ)に祈 (いの)ります。そのような祈 (いの)りも、心 (こころ)をこめてしていたら、答 (こた)えられるのですが、神様 (かみさま)がくださるものではありません。目 (め)に見 (み)えないのですが、世 (よ)の中 (なか)を治 (おさ)めるサタンが与 (あた)えることです。ですから、そのときは成功 (せいこう)したように見 (み)えても、それほど時間 (じかん)がたたないうちに失敗 (しっぱい)するようになります。ところで、そのような祈 (いの)りは世 (よ)の中 (なか)の人々 (ひとびと)だけがするのではありません。神様 (かみさま)を信 (しん)じる人 (ひと)もすることがあります。目 (め)に見 (み)える結果 (けっか)や、自分 (じぶん)の欲 (よく)のための祈 (いの)りをするなら、同 (おな)じです。私 (わたし)は神 (かみ)の子 (こ)ども、レムナントとして選 (えら)ばれました。ですから、世 (よ)の中 (なか)がする誤 (あやま)った祈 (いの)りを知 (し)って、正 (ただ)しい祈 (いの)りをしなければなりません。祈 (いの)りは福音 (ふくいん)を回復 (かいふく)して、福音 (ふくいん)で生 (い)かされる神様 (かみさま)の計画 (けいかく)を悟 (さと)ることです。この事実 (じじつ)を覚 (おぼ)えて、私 (わたし)は祈 (いの)ることと答 (こた)えを受 (う)ける資格 (しかく)を持 (も)っているという奥義 (おくぎ)を信 (しん)じれば良 (よ)いのです。また、どんなことが起 (お)きても、神様 (かみさま)の計画 (けいかく)を握 (にぎ)って、に感謝 (かんしゃ)する祈 (いの)りをすれば良 (よ)いのです。そうすれば、神様 (かみさま)が私 (わたし)を導 (みちび)く最 (さい)高 (こう)の答 (こた)えをくださるでしょう。
　　　　　　　　　レムナント伝道学87講/2007.6.9



　きょうのいのり












　きょうのでんどう












　きょうのみことば

ゼカリヤ１４

一日 (いちにち)一章 (いっしょう)
神様 (かみさま)のみことばを読 (よ)もう













もくそうしよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　定刻 (ていこく)祈り (いのり)に成功 (せいこう)したらチェックしよう










[image: ]地球儀 (ちきゅうぎ)を作 (つく)りましょう。絵 (え)を見 (み)て、次 (つぎ)のページを使 (つか)って
作 (つく)ってください。




準備 (じゅんび)するもの：次 (つぎ)のページ、のり、はさみ




ふろくで
つくろう

















点線 (てんせん)にそって
折 (お)りましょう


実線 (じっせん)にそって
切 (き)り抜 (ぬ)きましょう


準備 (じゅんび)するものを
そろえましょう















ジャーン！できあがりです。
台 (だい)を作 (つく)って、その上 (うえ)に
のせましょう！


まるい形 (かたち)になるように
白 (しろ)い面 (めん)を内 (うち)側 (がわ)の面 (めん)に
すべて貼 (は)りましょう


白 (しろ)い部 (ぶ)分 (ぶん)にのりを
つけて、内側 (うちがわ)に
のりで貼 (は)りましょう






おいのり
しよう


父 (ちち)なる神様 (かみさま)！まちがっている祈 (いの)りではなく、福音 (ふくいん)のための神様 (かみさま)が喜 (よろこ)ばれる祈 (いの)りをささげる心 (こころ)になるように導 (みちび)いてください。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン


[image: ]前 (まえ)のページを見 (み)て作 (つく)ってください
元 (もと)のテキストのものは、紙 (かみ)がじょうぶで、もう少 (すこ)し大 (おお)き目 (め)なので、かための紙 (かみ)にち出 (だ)したり、
拡大 (かくだい)してち出 (だ)したりをすれば、作 (つく)りやすいかもしれません（訳者注 (やくしゃちゅう)）


ふろく





[image: ]きょうかいを　いかす
　　　　まことの　でし



　　　　　　

使徒 (しと)2:42　そして、彼 (かれ)らは使徒 (しと)たちの教 (おし)えを堅 (かた)く守 (まも)り、交 (まじ)わりをし、パンを裂 (さ)き、祈 (いの)りをしていた。





かようび


世 (よ)の中 (なか)には、表 (おもて)にはあらわれないのですが、世 (よ)の中 (なか)を導 (みちび)いていく団体 (だんたい)があります。ニューエイジ、フリーメイソン、ユダヤ人 (じん)組織 (そしき)です。彼 (かれ)らは、創世記 (そうせいき)6章 (しょう)に出 (で)てくるネフィリム時代 (じだい)のように、人々 (ひとびと)に神様 (かみさま)がない霊的 (れいてき)体験 (たいけん)、がないまちがったいやし、物質 (ぶっしつ)を持 (も)ってこそ成功 (せいこう)するという考 (かんが)えを植 (う)えて、世 (よ)の中 (なか)をめちゃくちゃにしています。ところで、これよりもっと大 (おお)きい問題 (もんだい)があります。福音 (ふくいん)がない教会 (きょうかい)、福音 (ふくいん)を知 (し)らない信徒 (しんと)です。このような教会 (きょうかい)と信徒 (しんと)がどんどん増 (ふ)えていって、この世 (よ)の人々 (ひとびと)と宗教 (しゅうきょう)団体 (だんたい)からばかにされています。神様 (かみさま)がこのように教会 (きょうかい)と信徒 (しんと)が力 (ちから)を失 (うしな)ったに、私 (わたし)を世 (よ)の中 (なか)と教会 (きょうかい)を生 (い)かすレムナントとして呼 (よ)ばれました。世 (よ)の中 (なか)を生 (い)かそうとするなら、福音 (ふくいん)で教会 (きょうかい)が回復 (かいふく)しなければなりません。福音 (ふくいん)が回復 (かいふく)した教会 (きょうかい)だけが、世 (よ)の中 (なか)をいやすことができて、世 (よ)の中 (なか)の人 (ひと)を生 (い)かすことができます。教会 (きょうかい)を生 (い)かすまことの弟子 (でし)になろうとするなら、神様 (かみさま)が私 (わたし)にくださったみことば、祈 (いの)り、伝道 (でんどう)をいつも見 (み)つけなければなりません。そうすれば、神様 (かみさま)は私 (わたし)にくださったタラントで、この世 (よ)の人 (ひと)と教会 (きょうかい)を変 (か)える主人 (しゅじん)公 (こう)として立 (た)ててくださるでしょう。　
核心訓練メッセージ/2016.10.26





　きょうのいのり












　きょうのでんどう












　きょうのみことば

　ハバクク1-3

一日 (いちにち)一章 (いっしょう)
神様 (かみさま)のみことばを読 (よ)もう













もくそうしよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
定刻 (ていこく)祈り (いのり)に成功 (せいこう)したらチェックしよう










[image: ]私 (わたし)をとおして回復 (かいふく)される教会 (きょうかい)と信徒 (しんと)の姿 (すがた)を額縁 (がくぶち)に入 (い)れてみましょう。
どんな姿 (すがた)でしょうか。下 (した)の額縁 (がくぶち)に絵 (え)をかいて色 (いろ)を塗 (ぬ)りましょう。



みことばを
てきようしよう


































おいのり
しよう



父 (ちち)なる神様 (かみさま)！サタンにだまされているこの世 (よ)と人 (ひと)と教会 (きょうかい)を生 (い)かすレムナントとして呼 (よ)んでくださってありがとうございます。私 (わたし)にくださるみことば、祈 (いの)り、伝道 (でんどう)を見 (み)つけて、神様 (かみさま)に導 (みちび)かれるレムナントにならせてください。 生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン

[image: ]すいようび
このよを　いかす　まことの　じんざい



主人 (しゅじん)が彼 (かれ)に、その家 (いえ)と全財産 (ぜんざいさん)とを管理 (かんり)させた時 (とき)から、主 (しゅ)はヨセフのゆえに、このエジプト人 (じん)の家 (いえ)を、祝福 (しゅくふく)された。それで主 (しゅ)の祝福 (しゅくふく)が、家 (いえ)や野 (の)にある、全 (ぜん)財 (ざい)産 (さん)の上 (うえ)にあった。

　　　　　　創世記 (そうせいき)
39章 (しょう)5節 (せつ)　




まことの人材 (じんざい)とは、世 (よ)の中 (なか)を生 (い)かすほど成功 (せいこう)した人 (ひと)のことを言 (い)います。そのような人々 (ひとびと)は、先 (さき)にしなければならないことが何 (なに)か分 (わ)かります。ですから、小 (ちい)さいことをまかせても最善 (さいぜん)を尽 (つ)くします。そのモデルとしてあげることができる人 (ひと)がヨセフです。年 (とし)は小 (ちい)さかったのですが、福音 (ふくいん)と神様 (かみさま)がくださった夢 (ゆめ)を心 (こころ)に持 (も)っていたヨセフは、人 (ひと)にわかってもらえなくても、神様 (かみさま)の前 (まえ)で最善 (さいぜん)を尽 (つ)くしました。
私 (わたし)もヨセフのように世 (よ)の中 (なか)を生 (い)かすまことの人材 (じんざい)になるように神様 (かみさま)が呼 (よ)ばれました。3つのことを覚 (おぼ)えて実践 (じっせん)すれば良 (よ)いのです。最初 (さいしょ)に、神様 (かみさま)がくださった契約 (けいやく)と夢 (ゆめ)を持 (も)って、いま私 (わたし)に与 (あた)えられたことに最善 (さいぜん)を尽 (つ)くしましょう。二 (ふた)つ目 (め)、神様 (かみさま)の計画 (けいかく)は私 (わたし)が苦 (くる)しくなったり、失敗 (しっぱい)してもなくなることはありません。必 (かなら)ず成 (な)される計画 (けいかく)ですから、その事実 (じじつ)を信 (しん)じれば良 (よ)いのです。三 (みっ)つ目 (め)、私 (わたし)が考 (かんが)える成功 (せいこう)や目標 (もくひょう)でなく、世界 (せかい)を生 (い)かそうとする神様 (かみさま)の目標 (もくひょう)が私 (わたし)の目標 (もくひょう)にならなければなりません。神様 (かみさま)がくださった夢 (ゆめ)を心 (こころ)に持 (も)って、神様 (かみさま)の前 (まえ)で最善 (さいぜん)を尽 (つ)くしながら世 (よ)の中 (なか)を生 (い)かす人材 (じんざい)になるようにいっしょに挑戦 (ちょうせん)しましょう！
　　　　　　　　　　　



















きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









インマヌエル聖日1部　│　2016.10.30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
父 (ちち)なる神様 (かみさま)！世界 (せかい)を生 (い)かすまことの人材 (じんざい)として私 (わたし)を呼 (よ)んでくださってありがとうございます。私 (わたし)にまかされた小 (ちい)さなことでも、神様 (かみさま)の夢 (ゆめ)をいだいて、最 (さい)善 (ぜん)を尽 (つ)くす力 (ちから)をください。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン
きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: ]　　　　　　わたしの今日 (きょう)を祈 (いの)りではじめましょう




あさに　　　朝起 (あさお)きて/ごはんを食 (た)べるとき/学校 (がっこう)で/勉強 (べんきょう)する前 (まえ)に







ひるに　　　友 (とも)だちと遊 (あそ)ぶとき/習 (なら)い事 (ごと)をするとき








よるに　　　勉強 (べんきょう)をするとき/家族 (かぞく)といっしょに/寝 (ね)る前 (まえ)に
いっぱい書 (か)いてみよう


































きょうのでんどう　　　　　　　　　　会 (あ)う人 (ひと)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備 (じゅんび)する資料 (しりょう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




[image: ][image: ]まことの　せいこうを　かいふくしよう！

もくようび



　　　　　　わたしのために造 (つく)ったこの民 (たみ)はわたしの栄誉 (えいよ)をべえよう。
イザヤ
43章 (しょう)21節 (せつ)　




神様 (かみさま)が人 (ひと)を造 (つく)られた理由 (りゆう)は、神様 (かみさま)が最 (もっと)も喜 (よろこ)ばれることをするためでした。それは、救 (すく)われた人々 (ひとびと)が神様 (かみさま)を賛美 (さんび)して礼拝 (れいはい)することです。レムナントのダビデは、そのことがどれくらい重要 (じゅうよう)なのかよく分 (わ)かっていました。ですから、神様 (かみさま)に礼拝 (れいはい)をささげて、神様 (かみさま)のみことばを刻 (きざ)んで入 (い)れた契約 (けいやく)の箱 (はこ)を置 (お)く神殿 (しんでん)を作 (つく)ることを最 (もっと)も優 (ゆう)先 (せん)に考 (かんが)えました。契約 (けいやく)の箱 (はこ)を取 (と)り戻 (もど)してきたときは、ズボンが脱 (ぬ)げるほど踊 (おど)って喜 (よろこ)びました。ダビデは、生 (い)きている間 (あいだ)、神様 (かみさま)に賛美 (さんび)をして礼拝 (れいはい)をささげる神殿 (しんでん)を作 (つく)るすべての準備 (じゅんび)をするほど、神様 (かみさま)に仕 (つか)えることに人生 (じんせい)をささげました。ダビデが準備 (じゅんび)した神殿 (しんでん)は、どんな所 (ところ)だったのでしょうか。
最初 (さいしょ)に、いのちが生 (い)かされるイエス・キリストの福音 (ふくいん)が宣言 (せんげん)される神殿 (しんでん)でした。二 (ふた)つ目 (め)、全世界 (ぜんせかい)にいっぱいになった偶像 (ぐうぞう)のためにできた暗 (くら)やみ文化 (ぶんか)を防 (ふせ)ぐ神殿 (しんでん)でした。三 (みっ)つ目 (め)、地球 (ちきゅう)のあちこちに住 (す)んでいるすべての民族 (みんぞく)を生 (い)かす神殿 (しんでん)でした。この三 (み)つをする神殿 (しんでん)を回復 (かいふく)すれば、ダビデのように、神様 (かみさま)が喜 (よろこ)ばれる神殿 (しんでん)を準備 (じゅんび)することができるでしょう。今日 (きょう)、その挑戦 (ちょうせん)を始 (はじ)めてみましょう。　　　　　　　　　　　　　



















きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









インマヌエル聖日2部　│　2016.10.30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
父 (ちち)なる神様 (かみさま)！神様をほめたたえる子 (こ)どもとして呼 (よ)んでくださってありがとうございます。私 (わたし)を通 (とお)して福音 (ふくいん)だけがべえられ、暗 (くら)やみ文化 (ぶんか)を防 (ふせ)ぎ、すべての民族 (みんぞく)を生 (い)かす神殿 (しんでん)が回復 (かいふく)されますように。 生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン
きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: ]　　　　　礼拝 (れいはい)回復 (かいふく)！文化 (ぶんか)回復 (かいふく)！宣教 (せんきょう)回復 (かいふく)！をする神殿 (しんでん)のために
　　　　　私 (わたし)はなにをすることができるのかな。



　　　　　　　　　　　霊的 (れいてき)に挑戦 (ちょうせん)すること
　　　　　　　　　　　例 (れい)）私 (わたし)の礼拝 (れいはい)から成功 (せいこう)する、神殿 (しんでん)のために祈 (いの)る











　
　　　　肉的 (にくてき)に挑戦 (ちょうせん)すること
　　　　例 (れい)）日曜 (にちよう)の礼拝 (れいはい)のために早 (はや)起 (お)きする、
　　　　　　神殿 (しんでん)のために献金 (けんきん)計画 (けいかく)をたてる

いっぱい書 (か)いてみよう































[image: ]

きょうのでんどう　　　　　　　　　　会 (あ)う人 (ひと)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備 (じゅんび)する資料 (しりょう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





[image: ][image: ]ふくいんを　もった　エリート

きんようび



　　　　　　信仰 (しんこう)は望 (のぞ)んでいる事 (こと)がらを保 (ほ)証 (しょう)し、目 (め)に見 (み)えないものを確信 (かくしん)させるものです。
ヘブル
11章 (しょう)1節 (せつ)　




どうしたら、救 (すく)われるのでしょうか。尊敬 (そんけい)されることをしたり、良 (よ)いことをしたり、ほめられれば良 (よ)いのでしょうか。私 (わたし)がなにか行 (おこな)いをするから救 (すく)われるのではありません。ヘブル11章 (しょう)は「信仰 (しんこう)の章 (しょう)」と呼ばれています。聖書 (せいしょ)に登場 (とうじょう)する人々 (ひとびと)の中 (なか)で、イエス・キリストを信 (しん)じて救 (すく)われた人々 (ひとびと)が記録 (きろく)されているからです。その人々 (ひとびと)は、福音 (ふくいん)を思 (おも)いきり味 (あじ)わいながら、神様 (かみさま)の心 (こころ)を安心 (あんしん)させました。サタンのために死 (し)んでいく世 (よ)の中 (なか)に、イエス・キリストの光 (ひかり)を照 (て)らして、神様 (かみさま)が願 (ねが)われる福音 (ふくいん)を持 (も)ったエリートになりました。私 (わたし)にもこの祝福 (しゅくふく)が準備 (じゅんび)されています。どのようにすれば、福音 (ふくいん)を持 (も)ったエリートになって世 (よ)の中 (なか)を生 (い)かせるのでしょうか。
私 (わたし)の心 (こころ)にただイエス様 (さま)をキリストと信 (しん)じる信仰 (しんこう)を求 (もと)めて祈 (いの)れば良 (よ)いのです。すでにイエス・キリストを通 (とお)して救 (すく)われたということも覚 (おぼ)えながらです。そして、まわりを見回 (みまわ)してください。私 (わたし)に必要 (ひつよう)だった福音 (ふくいん)が、友 (とも)だちとまわりの人々 (ひとびと)にも必要 (ひつよう)なことを知 (し)るようになるでしょう。福音 (ふくいん)があってこそ、まことの幸 (しあわ)せを得 (え)ることができるという答 (こた)えを忘 (わす)れないでいましょう。それが福音 (ふくいん)を持 (も)った本物 (ほんもの)のエリートです。



















きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









レムナント伝道学８８講　│　2007.6.6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
[bookmark: _GoBack]父 (ちち)なる神様 (かみさま)！イエス・キリストを信 (しん)じるように信仰 (しんこう)をください。最高 (さいこう)に福音 (ふくいん)を味 (あじ)わって伝 (つた)える人 (ひと)として成長 (せいちょう)することができますように。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン
きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: ]　　　　　ヘブル11章 (しょう)には信仰 (しんこう)の偉人 (いじん)たちが書 (か)いてあります。
　　　　　聖書 (せいしょ)から下 (した)の空 (あ)いているところに入 (はい)る偉 (い)人 (じん)を探 (さが)して書 (か)きましょう。









信仰 (しんこう)によって、（　　　　　　　）は、
試 (こころ)みられたとき（　　　　　）ささげました。
彼 (かれ)は約束 (やくそく)を与 (あた)えられていましたが、
自分 (じぶん)のただひとりの子 (こ)をささげたのです。
神 (かみ)はアブラハムに対 (たい)して、
「イサクから出 (で)る者 (もの)があなたの子孫 (しそん)と呼 (よ)ばれる」
と言 (い)われたのですが、
（ヘブル11:17～18）
いっぱい書 (か)いてみよう
































[image: ]

きょうのでんどう　　　　　　　　　　会 (あ)う人 (ひと)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備 (じゅんび)する資料 (しりょう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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どようび



　　　　　　しかし、この方 (かた)を受 (う)け入 (い)れた人々 (ひとびと)、すなわち、その名 (な)を信 (しん)じた人々 (ひとびと)には、神 (かみ)の子 (こ)どもとされる特 (とっ)権 (けん)をお与 (あた)えになった。
ヨハネ
1章 (しょう)12節 (せつ)　




この世 (よ)で選 (えら)ぶことができないことの中 (なか)の一 (ひと)つが、親 (おや)から生 (う)まれた私 (わたし)です。覚 (おぼ)えていることもできないでしょうが、ママとパパの間 (あいだ)に生 (う)まれて、今 (いま)まで成長 (せいちょう)していますね。私 (わたし)がママとパパの子 (こ)どもだという事実 (じじつ)は変 (か)わりません。イエス様 (さま)をキリストとして信 (しん)じて受 (う)け入 (い)れれば救 (すく)われて神 (かみ)の子 (こ)どもになるのも同 (おな)じ論理 (ろんり)です。ところで、もしママとパパをおとなりに住 (す)んでいる人 (ひと)だと思 (おも)っているなら、どうなるでしょうか。ママとパパと私 (わたし)は、家族 (かぞく)になれないでしょう。
神 (かみ)の子 (こ)どもになるのも同 (おな)じです。真実 (しんじつ)な心 (こころ)でイエス様 (さま)がキリストだという事実 (じじつ)を信 (しん)じてけ入 (い)れれば、変 (か)わることがない神 (かみ)の子 (こ)ども身分 (みぶん)になります。ときには揺 (ゆ)れて不信仰 (ふしんこう)になっても、私 (わたし)の中 (なか)におられるイエス様 (さま)は、いつも私 (わたし)とともにおられます。うつわの形 (かたち)や見 (み)た目 (め)が変 (か)わっても、うつわに宝物 (たからもの)が入 (はい)っていれば、貴重 (きちょう)なうつわになるのと同 (おな)じです。私 (わたし)は私 (わたし)の中 (なか)におられるイエス・キリストを通 (とお)して永 (えい)遠 (えん)な神 (かみ)の子 (こ)どもになりました。ほんとうに貴重 (きちょう)な人 (ひと)になったのです。神様 (かみさま)が私 (わたし)にくださった救 (すく)いを感謝 (かんしゃ)しながら今日 (きょう)も勝利 (しょうり)しましょう！



















きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









父 (ちち)なる神様 (かみさま)！私 (わたし)を神 (かみ)の子 (こ)どもにしてくださって、ありがとうございます。この時代 (じだい)にいっぱいになっている偶像 (ぐうぞう)文化 (ぶんか)と戦 (たたか)って勝利 (しょうり)するレムナントにならせてください。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン
きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
インマヌエル聖日1部　│　2016.10.30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: ]　　　　　　いつでも私 (わたし)の心 (こころ)に主人 (しゅじん)となるべき方 (かた)は、ただイエス様 (さま)だけです。
　　　　　　下 (した)の絵 (え)にイエス様 (さま)が私 (わたし)の心 (こころ)の主人 (しゅじん)になってくださいという祈 (いの)りを
　　　　　　書 (か)きましょう。
いっぱい書 (か)いてみよう
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きょうのでんどう　　　　　　　　　　会 (あ)う人 (ひと)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備 (じゅんび)する資料 (しりょう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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